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一 苑   覚 ―
― 苑 史 一
き 業
て  は
疲  陽  Fn ぅ
功  に  の 。 た
し 周  時 。 の
た  室  代 。 み
然  を  を o な
る 0 教 。 ら
に  ひ  済 。 す
ネ 是 せ。 我
1後 等 んo 狭
)期 蘭  か 。 ほ
者 !侯 篤 。 容
の  の  |め。 地
事  事  に 。 rこ
1業 積  起 。 侵
店 と  つ o 入
理 抑  た o 雑
奮 義 象3 1唇
!る 十狭 覇。 そ
諸  の 者。 文
i侯 侵  あ。 那
の 入  事° 古
野  を 業o 水
心  挟  で 。 の
を ■ ぁ。 文
末J 衆  る。 イヒ
或  !ね  °  を
し て  巳P  蹂
みと t支 ち  胸
1 年邦 芳 せ
1 勢文 あ ん
カ イヒ 覆  と
の  を  公  す
仲  維  及  る
張 持 び 有
を す 管 様
圃  る 伸  で
ら に  の  あ
し つ 覇 つ
__ 112 __
―- lr3 -










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の  ｀敦  る  き
経  ｀が  ° も  |
典  ｀最  さ  亦  】
にお も れ 然 J
件  ヽ優  ば  り  |
い 越 戦 で ラ
| て｀ の 園 あ |
最  ｀地  の  る  ,
もヽ 仕  時  ° マ
垂、  ヤこ   な屯   竜定   種
ん、 立  に  に  夢
ぜ  ｀ち  容  こ  老
ら｀ 支 派 れ 履
告i 暑: 暑魯智啓摯i 喜己 る 国 の｀ るや 寧  家  出  ｀に
や｀ や て に を 識 の 現ヽ 至は｀ 道 頗 慮 有 の 救 しヽ っ
熟i 霞蜃覇ど景湊緒: 毛
語｀ 標 で 囲 所 に 角 果b 後、
で｀ 準 あ 民 に 通 め でヽ 二、
暑i 二 言 猿
魯 号 g 旨i 雪iば、 た  み  的  討
なぃ の な 思 経 孔 て ふ、 那｀
ら、 も ら 想 ゃ 子 た こ、 の、
名｀ 簾 磨 遷 轟 儒 法 ふ: 潜:
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一 苑 奥 一
●
視: 泉督モ啓: 窪
子わ費 客 と 論ヽ り
やヽ 端 述 ぃ 纂、 識 古
智: ま昇 を 4 、文 容 是 興 孔
暑i督?督:i骨母]曾。景う  し 味  自 o ~｀
し｀ 章 こ 篇 の
下! 動 の の は、‐をi 暑讐居] |
い ら 邦 最   重
) ば奮碕 も  両,論 V 者   妾
)語 等 く    酌
1の の  最    於
論  語  も   夫
も  も  初      子
思ヽ避 °語あ、密暑滋 圭
ふ、 と 論  と  ら°
 か  語  あ  う
さ   ″こ   ャこ   り、   °
て 限 一 周 而
論 ら 言 宮 し
語 な 以 大 て
託路警国 〒
ぞ故、音香讐夫 肯る  ″
子L にヽ あ 鄭 と く 意 て  記
子 論ヽ る と の 漢ヽ 味 居  夫
や 語 、 な に  匝  害  ｀″こ る    子
門 の 、 直  費  別  藝 ｀ 用  様     既
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子  の 、 を
の 書  ヽ距
携  滑 、  ス
子 戦  ヽこ
若  囲 Ъ と
く の  ｀十
な 初  ヽ四
孫  期  ｀五
弟  か  ヽ年
子  ら、 7こ
の  中  ヽ適
言己  期、 ぎ
録  へ  ｀な
し  か、 ぃ
た  け 、 °
も て 、 若
の 編 、 し
が  婆  ヽま
あ  せ い た
つ  ら、 夕ヽ
た  RL ヽ十
と た  ヽ抜
す  も  ｀と
れ  の  ｀す
ば |で｀ れ
論  は ｀tば
1語 な  ｀夏
塗 1宮i曇
1者 か 、 許
は  ° | の
営  而  後
然  し  に
孫  て  な
携  み  る
手  の   °
又 材  故 、
は   米斗   に、
―そ  に  論ヽ
の  子L 語ヽ
一 九   史一
え  を 、 先  断  と
て 推 ヽ 奏  定  あ
居  定  ヽの  す  る
る す  ｀も る  は°
 る  ヽの  事  論
こ  よ、 も  は 語
れ  り、 あ 難 の
は 外  ヽる  い  名
曾  は Ъ か  ° の
参  な  ｀ら  何  見
の  ぃ  ｀で  と  え
す     °    J衣    ウ■    ち
後 論 る れ 初
に 語  ° ば  め
そ の  然 ヽ 講  で
の 泰  ら｀ 記  あ
門 イ白 ば  ｀は る
人 篇 論｀漢 力、
の に 語ヽオ屯 之
記  は  の  ｀に  と
し 管  出  ｀編  以
た 参  末  ｀纂  て
も の  た  ｀せ  直
|の 臨  年  ｀ら ち
で 経  代 ヽ れ  に
あ の  は  ｀た  論
ら 場 そ｀ も 語
!う―合  の｀ の  の° か  書ヽ で  出
倉  と の、 は 木
参 思 内  ヽあ た
の  は  容  ヽる 年
父  る  と｀  が  代
曾  ヽ 考 、 そ を
哲 病 祭、 の 漠
も 時  し ヽ 材  代
曾  の  て ｀ 料  で
て  記  そ  ｀″こ あ
孔  事  の お は  ら
子  が  年  ｀無  う
の  見  イヽ｀ 論  と















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































すヽ 分  上
れ  ｀る の
ば  ｀° 諸
雑O 故 項
利属。  ヤこ   ″こ
と° 対す  よ
見O の り
徴。 十  て
す。 五  考
べ° 篇  ふ
きo と  ヤと
五° 候  ば
篇O に 論
はO 正 語
最。 編  の
後。 績  最
に° 編  後
出0 と の














従  椀 、 し
つ  が ぃ て
て  成 、 居
雨  つ 、 る
者  た 、 事
の  も、 が















































































































































































































































































































































































































































































































一 れ   史―
●
―- 13o ――
